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ソフトウェア開発
ユーザーのニーズ，マーケティング上の目標をソフト
ウェアとして実現する作業
- バージョン管理システムを利用して複数人で開発を行う
※バージョン管理システム：コンピュータ上でソフトウェアの変更履歴を

管理するためのシステム
リポジトリという単位でソフトウェアを保存
している

- ソフトウェアへの変更をリポジトリへコミットすることで
開発を進める
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コミット
•ソフトウェアへの変更（diff）をバージョン管理シ
ステムへ反映させるための機能
- 任意でコミットメッセージを記述してコミット

- コミットメッセージを記述するメリット
• 他者が行った変更を理解することが可能
• 過去に行った変更を理解することが可能
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コミットログの例1
1. https://github.com/microsoft/vscode/commit/29a4da129d1a68de066ffa79d7aad2906f50502a

コミットメッセージ
diff



コミットメッセージの現状
•時間やモチベーションの不足のため，開発者はコ
ミットメッセージを書くことを疎かにしている[1]
- コミットメッセージの14%が空白，75%が1-15単語で書
かれている[1]

•コミットメッセージを自動生成する研究が数多く行
われている
- テンプレートを用いて生成する手法
- 機械学習を用いて生成する手法
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コミットメッセージの自動生成
•テンプレートを用いて生成する手法[2, 3]

- 利点
• 簡潔なコミットメッセージを生成することが可能
- 欠点
• テンプレートは自作する必要がある
• テンプレートに沿ったコミットメッセージしか生成できない
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コミットメッセージの自動生成
•機械学習を用いて生成する手法[4, 5]

- 利点
• テンプレートでは生成できないコミットメッセージも生成可能
- 欠点
• 生成されるコミットメッセージの品質は，学習用データに依存する
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コミットメッセージ自動生成手法の問題

•コミットメッセージには，変更内容（What）と変
更理由（Why）を含める必要がある[6]
- なぜ変更する必要があるのかを理解できない

•既存手法では，Whyを含むコミットメッセージが
生成できない[2，3，4，5]
Whatのみのコミットメッセージと，diffで学習させてしまっ
ている[4，5]
• diffには，コードをどのように変更したのかという情報のみ記載され，
なぜ変更したのかという情報は得られない
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良いコミットメッセージ
WhatとWhyが書かれたコミットメッセージ[6]
- 経験豊富な開発者の殆どが，コミットメッセージには
WhatとWhyを含めるべきであるという認識を持つ[6]

開発は複数人で行うため，良いコミットメッセージは
メンバー間の相互理解のために重要である[7, 8]
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良いコミットメッセージの例2
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目的とアプローチ
•目的
- WhatとWhyを含むコミットメッセージを自動生成するモ
デルを構築する

•アプローチ
- WhatとWhyをそれぞれ生成して結合
- What部分
• diffを学習させてWhatに相当するコミットメッセージを生成
- Why部分
• Issue/prへのリンクを活用，リンクがなければLink Recovery手法を
用いてリンクを生成

• リンク先の情報を要約し，Whyに相当するコミットメッセージを生成
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進捗
•方向性
- What部分にはdiffを活用，Why部分にはLink Recovery手
法を用いてそれぞれの生成したコミットメッセージを結合
するようなモデルをベースとする
- 各々を改良してより良いコミットメッセージを生成できる
ようにする

•先ずはLink Recovery手法を使えるようにする！！
- 既存のLink Recovery手法の動作確認を行った
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進捗
• Link Recovery手法
- Issueとそれに関連するコミットをリンク付けする技術
• 1対1，1対多，多対1のリンク付け

- Hybrid Linker[9]
• テキスト情報と非テキスト情報の両方を用いてリンク付けを行うモデ
ルを構築した研究
テキスト情報：Issueタイトル，説明，diff，コミットメッセージなど

非テキスト情報：Issueの著者，コミッター，コミット時間，Issueのタイプ（バグ，機能，タ
スク），Issueの状態（open，close）など
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今後の予定
•Whatに相当するコミットメッセージを生成する方
法を考える

• Issueを要約する方法を考える

•WhatとWhyをそれぞれ結合して最低ラインの良い
コミットメッセージを生成できるようにする

•できれば年内に．．．
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